
XENYX XL3200/XL2400/XL1600
Premium 32/24/16-Input 4-Bus Live Mixer  
with XENYX Mic Preamps and British EQs
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安全にお使いいただくために

限定保証

法的放棄

注意
感電の.恐れがありますので、カ
バーやその他の部品を取り外

したり、開けたりしないでください。高品
質なプロ用スピーカーケーブル（¼" TS 標準
ケーブルおよびツイスト ロッキング プラ
グケーブル）を使用してください。

注意
火事および感電の危険を防ぐ
ため、本装置を水分や湿気の

あるところには設置しないで下さい。装置
には決して水分がかからないように注意
し、花瓶など水分を含んだものは、装置の
上には置かないようにしてください。

注意
このマークが表示されている
箇所には、内部に高圧電流が

生じています。手を触れると感電の恐れが
あります。

注意
取り扱いとお手入れの方法に
ついての重要な説明が付属の

取扱説明書に記載されています。ご使用の
前に良くお読みください。

注意

1. 取扱説明書を通してご覧ください。
2. 取扱説明書を大切に保管してくだ
さ い。
3. 警告に従ってください。
4. 指示に従ってください。
5. 本機を水の近くで使用しないでくだ
さ い。
6. お手入れの際は常に乾燥した布巾を使
ってください。
7. 本機は、取扱説明書の指示に従い、
適切な換気を妨げない場所に設置してく
ださい。取扱説明書に従って設置してくだ
さい。
8. 本機は、電気ヒーターや温風機器、
ストーブ、調理台やアンプといった熱源か
ら離して設置してください。
9. ニ極式プラグおよびアースタイプ 
( 三 芯) プラグの安全ピンは取り外さないで
ください。ニ極式プラグにはピンが二本つ
いており、そのうち一本はもう一方よりも幅
が広くなっています。アースタイプの三芯プ
ラグにはニ本のピンに加えてアース用のピ
ンが一本ついています。これらの幅の広い
ピン、およびアースピンは、安全のためのも

のです。備え付けのプラグが、お使いのコン
セントの形状と異なる場合は、電器技師に
相談してコンセントの交換をして下さい。
10.  電源コードを踏みつけたり、挟んだりし
ないようご注意ください。電源コードやプ
ラグ、コンセント及び製品との接続には十
分にご注意ください。
11.  すべての装置の接地（アース）が確保
されていることを確認して下さい。

12.  電源タップや
電源プラグは電
源遮断機として利
用されている場合
には、これが直ぐ
に操作できるよう
手元に設置して下
さ い。

13.  付属品は本機製造元が指定したもの
のみをお使いください。
14.  カートスタンド、三脚、ブラケット、
テーブルなどは、本機製造元が指定したも
の、もしくは本機の付属品となるもののみ
をお使いください。カートを使用しての運
搬の際は、器具の落下による怪我に十分ご
注意ください。 
15.  雷雨の場合、もしくは長期間ご使用に
ならない場合は、電源プラグをコンセント
から抜いてください。
16.  故障の際は当社指定のサービス技術
者にお問い合わせください。電源コードも
しくはプラグの損傷、液体の装置内への浸
入、装置の上に物が落下した場合、雨や湿
気に装置が晒されてしまった場合、正常に
作動しない場合、もしくは装置を地面に落
下させてしまった場合など、いかなる形で
あれ装置に損傷が加わった場合は、装置
の修理・点検を受けてください。

17.  本製品に電源コード
が付属されている場合、
付属の電源コードは本製
品以外ではご使用いただ
けません。電源コードは
必ず本製品に付属された
電源コードのみご使用く
ださい。

技術的な仕様および製品の外観は
予告なく変更される場合がありま
す。またその内容の正確性について、
いかなる保証をするものではありませ
ん。BEHRINGER, KLARK TEKNIK, MIDAS, BUGERA, 
および TURBOSOUND は、MUSIC GROUP 
(MUSIC-GROUP.COM) のブランドです。すべ
ての商標はそれぞれの所有者の財産で
す。MUSIC GROUP は、ここに含まれたすべ
て、もしくは一部の記述、画像および声
明を基にお客様が起こした行動によって
生じたいかなる損害・不利益等に関して
も一切の責任を負いません。色およびス

ペックが製品と微妙に異なる場合があり
ます。MUSIC GROUP 製品の販売は、当社の
正規代理店のみが行っています。ディスト
リビューターとディーラーは MUSIC GROUP 
の代理人ではなく、あらゆる表現、暗示
された約束、説明等によって MUSIC GROUP 
を拘束する権利はまったくありません。
この説明書は、著作権保護されていま
す。本取扱説明書に記載された情報内容
は、MUSIC GROUP IP LTD. からの書面による事
前の許諾がない限り、いかなる利用者もこ
れを複製、使用、変更、送信、頒布、入れ
替え、工作することは禁じられています。

製権所有
© 2013 MUSIC Group IP Ltd.
Trident Chambers, Wickhams Cay, P.O. Box 146,
Road Town, Tortola, British Virgin Islands

適用される保証条件と MUSIC Group の限定
保証に関する概要については、オンライン
上 www.music-group.com/warranty にて詳細を
ご確認ください。
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XENYX XL3200/XL2400/XL1600 フックアップ
フックアップ

接続例 (入力端子類とインサート) 接続例 (出力端子類)

2-CH COMPRESSOR

4-CH NOISE GATE

Graphic Equalizer

E�ects Device 2

Bus Compressors

E�ects Device 1

Playback Device

Stereo Recording Device

Stage Monitors

P.A.
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XENYX XL3200/XL2400/XL1600 コントロール
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XENYX XL3200/XL2400/XL1600 コントロール
コントロール (1) IEC。

(2) ヒューズホルダー。
(3) POWER – この POWER スイッチで装

置に電源を投入します。このスイ
ッチは、装置を主電源につなげる
まで「オフ」の状態になっていること
をご確認ください。

(4) シリアルナンバー。
(5) MIC – マイク、DI ボックス、マルチコ

アなどを接続するバランス型 XLR 
入力端子です。

(6) LINE – キーボードや CD プレイヤーな
どのラインレベル信号が接続できる 
6.3 mm フォンジャックです。入力部は
バランス型ステレオフォンジャックと
なっていますが、アンバランス型のモ
ノラルフォンジャックでもお使いいた
だけます。

(7) INSERT – INS(ert) 接続は 6.3 mm ステレ
オフォンジャックとなっており、外部
エフェクトプロセッサのループ接続
用です。

(8) DIRECT OUT – この 6.3 mm モノラルフォ
ンジャックはダイレクトアウトになっ
ており、信号をチャンネルフェーダー
の後ろから、例えばマルチトラックレ
コーダーに送りこむ際などに使用さ
れます。装置内部の基盤にモディファ
イを施すことによって、信号をプリフ
ェーダーに変えることも可能です。

(9) LINE L (MONO), LINE R – ステレオチャ
ンネルには、左右両チャンネル用の 
2 つの LINE 入力端子が 6.3 mm フォン
ジャックで備えられています。入力端
子はバランス型ステレオフォンジャッ
ク仕様ですが、アンバランス型のモノ
ラルフォンジャックでもお使いいただ
けます。「L」と記された端子のみを使
用すれば、チャンネルをモノラルで使
用することもできます。モノラル信号
を接続する際は、「L」の表示のある
左チャンネル部分のみを使用してく
ださい。

(10) MIC – ステレオ入力端子にもマイ
ク、DI ボックスおよびマルチコア接続
用の XLR 入力が備えられています。

(11) +48 V – コンデンサーマイク用のファ
ンタム電源です。電源を入れるとスイ
ッチ横のコントロールランプが点灯
します。

(12) OUT A – OUT A 出力端子はメインミック
ス信号を送るバランス型 XLR コネク
ターとなっており、規定操作レベルは 
+4 dBu です。

(13) OUT B – OUT B 出力端子は MAIN B 信号
用となっており、音量調節も独立して
行えます。

(14) INSERT – チャンネルインサート同
様、INS(ert) コネクターにもダイナ
ミックプロセッサや EQ などを接
続し、OUT A からのミックス信号をも
う一度処理することができます。

(15) GROUP OUT 1 - 4 – これら 4 つの 
SUBGROUP OUT では各サブグループ信
号が取り出されます。マルチトラッキ
ングの際は、マルチトラックレコーダ
ーの入力端子とこの出力端子を接続
してください。

(16) INSERT – 各サブグループには INS と記
されたインサート端子が備えられて
います。ここにノイズゲート、コンプ
レッサー、または EQ を接続して、サ
ブグループ信号をまとめて処理する
ことができます。例えば、複数のバッ
クグラウンドシンガーの音声信号を
一つのサブグループバスにルートし、
これにコンプレッサーをかければ、
よりコーラスらしい効果を得ることが
できます。インサートポイントはグル
ープフェーダーより前の段階で結線さ
れているので、ダイナミックプロセッ
サー (ノイズゲート、コンプレッサー
など) をグループフェーダーの音量レ
ベルに影響されることなく使用する
ことができます。

(17) SPEAKERS – SPEAKERS 出力からはヘッ
ドフォン出力と同じ信号が出力され
ます。モニタースピーカーはここに接
続してください。これは特にミキサー
が、演奏者のいるホールとは別の場
所にある場合に便利です。ここにステ
ージミキサーを接続してステージ上の
モニターサウンドをチェックすること
も可能です。その場合は、ここに接続
するモニターとステージ上で使用して
いるモニターが同一種類のものであ
る必要があります。

(18) IN – これは CD プレーヤーやテープ
デッキなどラインレベル信号接続用
の CD/TAPE INPUT RCA ピンプラグ端子
です。信号音量は TO MAIN コントロー
ラーで調節してください。

(19) OUT – CD/TAPE 出力にはステレオメイ
ンミックス信号が送り込まれます。
ここに例えばテープデッキや DAT 
レコーダーを接続して、ミックスの録
音を行うことができます。信号はプリ
フェーダーで取り込まれるため、フェ
ーダーの動きには影響されません。

(20) FX 1 und 2 – FX 出力 1 および 2 には
エフェクトバス 1 および 2 の信号
が送り込まれます。これらの信号を
外部エフェクトプロセッサに送り込
み、AUX RETURN 入力もしくは独立入
力チャンネルを介して再びルートし
なおすこともできます。

(21) MON 1 und 2 – モニター出力 1 およ
び 2 にはモニターバスの信号が送
り込まれます。これらの信号はステ
ージスピーカーへ送り込むことがで
きます。ミキサーからステージへの
ケーブルが長くなり、干渉が発生す
る恐れがあるため、この出力端子に
はバランス型の XLR コネクターが採
用されています。さらに、マルチコア
にも適応したコネクターとなってい
ます。

(22) AUX 1 und 2 – AUX 出力 1 および 2 に
は AUX バス 1 および 2 の信号が送
り込まれます。これらのバスはそれ
ぞれプリ / ポストフェーダーの切り
替えが可能となっているため、エフ
ェクトもしくはモニター用に使用す
ることもできます。

(23) AUX RETURN – ステレオ AUX 入力 1 お
よび 2 を介してプレーヤー、エフェ
クトプロセッサ、サブミキサーといっ
た機器をミキサーへと送り込むこと
ができます。これらはサム信号へとミ
ックスされます。

(24) FX RETURN – ステレオ FX RETURN 端子 
1 および 2 は、外部エフェクトプロセ
ッサの出力にリンクされています。
ルーティングの仕方によっては、
信号はサブグループまたはメインミッ
クスバスへと送り込まれます。

(25) LAMPS – LAMPS プラグには BNC コネ
クタ付のグースネックランプを接続
します。電圧は 12 V で、最大消費電
力は 5 ワットです。

(26) PHONES – PHONES 出力 (6.3 mm ステレ
オフォンジャック) にはヘッドフォン
を接続してください。

(27) TRIM – TRIM コントローラーは入力ゲ
インの調節に使用します。

(28) 80 Hz – 80 Hz スイッチを押すとハイパ
スフィルターが起動し、低周波ノイ
ズ (-3 dB @ 80 Hz, 18 dB / オクターブ) 
がカットされます。

(29) HIGH – 高周波帯域は 12 kHz 以上を
シェルビングフィルターで調節可
能です。

(30) HIGH MID – セミパラメトリックピーク
フィルターで 400 Hz から 8 kHz 間の
中音域の調節ができます。HIGH MID 
コントローラーでブーストまたはカッ
トしたい周波数を選択する際は FREQ 
コントローラーを使用します。

(31) LOW MID – 二つ目のセミパラメトリッ
クピークフィルターも中音域の調節
用です。HIGH MID コントローラーでブ
ーストまたはカットしたい周波数を
選択する際は FREQ コントローラー
を使用します。

(32) LOW – 低周波帯域は 80 Hz 以下を
シェルビングフィルターで調節可
能です。

(33) EQ – EQ プッシュボタンを押すとイコ
ライザーが起動します。スイッチの
オンオフを繰り返すと、EQ 処理前後
の音色の違いを確認することがで
きます。

(34) FX 1 と FX 2 – FX バスは外部エフェク
ト機器へのセンドパスとして使用す
ることができます。信号は通常チャ
ンネルフェーダーの後に取り込まれ
るため、チャンネルフェーダーの位置
に影響されます。FX コントローラー
はエフェクト機器へ送られるチャン
ネル信号の音量を調節します。

(35) PRE – 両エフェクトパスのルーティン
グを「ポストフェーダー」から「プリフ
ェーダー」に変えるには PRE スイッチ
を押してください。

(36) Monitor 1 と 2 PRE – 両エフェクトパ
スのルーティングを「ポストフェーダ
ー」から「プリフェーダー」に変える
には PRE スイッチを押してください。
こうすることでエフェクト信号の音量
レベルはチャンネルフェーダーの影
響を受けなくなります。

(37) AUX – AUX バスは各種アプリケーショ
ン用のセンドパスとして自由にお使
いいただけます。

(38) PAN – PAN コントローラーで、ステレ
オミックス内、およびチャンネル信号
がルートされるチャンネル信号にお
けるチャンネル信号のポジションを
決定することができます。

(39) MUTE – MUTE スイッチでチャンネル
をミュートできます。これを押すと、
チャンネル信号がメインミックス
およびサブグループから排除され
ます。これと同時に、該当チャンネル
の FX、モニターおよび AUX パスもそ
れぞれミュートされます。チャンネル
がミュートされると、MUTE LED が点
灯します。

(40) SOLO – ソロ機能を使うと、一つのチ
ャンネルのみをモニターすることが
できます。チャンネルの SOLO スイッ
チを押すと、ヘッドフォンで信号をモ
ニターすることができます。同時に、
モニターメーター 1/2 がソロ信号に
切り替わり、信号レベルを正確にチ
ェックすることができるようになり
ます。モニター信号はこの際チャン
ネルフェーダーおよびパンコントロ
ーラーより前 (PFL, モノ) もしくは後 
(AFL, ステレオ) のどちらかで取り込
まれます (PFL/AFL スイッチのポジシ
ョン次第)。ソロ機能が有効になると
該当する LED が点灯します。

(41) CLIP – チャンネルのレベルが高すぎる
と CLIP LED が点灯します。この場合
は、TRIM コントローラーでチャンネ
ルの入力レベルを下げてください。

(42) SIG – チャンネルに -20 dB 以上の
信号が流れると SIG LED が点灯し
ます。LED はフェーダーには影響さ
れません。フェーダーが下げられ、
チャンネルがミュート状態にあっ
ても、信号は検出されます。

(43) フェーダー – チャンネルフェーダー
で、メインミックスおよびサブグルー
プに送られる信号のレベルを調節
します。

(44) 1-2, 3-4, MIX – ルーティングスイッチは
信号をサブグループもしくはメインミ
ックス、またはその両方へとルート
します。XENYX には 4 つのサブグルー
プがあります。PAN コントローラーで
信号をルートさせたいグループを決
定することができます (左に廻しき
ると SUB 1 または 3、右に廻しきると 
SUB 2 または 4)。
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XENYX XL3200/XL2400/XL1600 コントロール
コントロール (45) MIC TRIM – MIC TRIM コントローラーで

マイク入力の増幅レベルを調節で
きます。増幅は 0 ~ +60 dB 間で行え
ます。

(46) 80 Hz – 80 Hz スイッチを押すとハイパ
スフィルターが起動し、低周波ノイズ
(-3 dB @ 80 Hz, 18 dB / オクターブ) がカ
ットされます。

(47) LINE TRIM – LINE TRIM コントローラーで 
LINE 入力のレベルを -20 ~ +20 dB 間
で調節できます。センターポジション
では、ライン信号はブースともカット
もされません。

(48) HIGH – EQ セクションの HIGH コントロ
ーラーで、該当チャンネルの高周波
帯域を調節できます。これは 12 kHz 
以上の周波数帯域をブースト / カッ
トするシェルビングフィルターとなっ
ています。

(49) HIGH MID – HIGH MID コントローラー
で中音域の調節ができます。これは 
3 kHz 前後の周波数をブースト / カ
ットするピークフィルターとなってい
ます。

(50) LOW MID – LOW MID コントローラーで
中音域の調節ができます。これは 
300 Hz 前後の周波数をブースト / カ
ットするピークフィルターとなってい
ます。

(51) LOW – LOW コントローラーで低周波帯
域の調節ができます。これは 80 Hz 以
上の周波数帯域をブースト / カット
するシェルビングフィルターとなって
います。

(52) EQ – EQ プッシュボタンを押すとイコ
ライザーが起動します。スイッチの
オンオフを繰り返すと、EQ 処理前後
の音色の違いを確認することができ
ます。

 ステレオチャンネルの AUX および 
FX パスは、基本的にモノチャンネル
でのそれと同じ働きをします。AUX バ
スがモノラルであるため、ステレオ信
号はこれらのバスにルートされる前
にモノ信号へと変換される必要があ
ります。

(53) BAL(ANCE) – BAL(ANCE) コントロー
ラーは、信号が MAIN A 出力にルート
される前に出力信号の左右ミックス
レベルの調節を行います。これで、
ミキサーサム信号の左右音量レベル
を必要に応じて個別に設定すること
ができます。

(54) MAIN MUTE – MAIN MUTE スイッチを押す
とすべての入力チャンネルがミュート
されます。チャンネルがミュートされ
ると MUTE LED が点灯します。これによ
って、休憩時やセットチェンジ時にマ
イクがノイズや干渉を拾い、PA システ
ムに流してしまうことを防ぐことがで
きます。場合によってはスピーカーの
ダイアフラムを破壊してしまうことも
あります。このスイッチの特に優れた
特徴は、メインミックスフェーダーを
調節することなく、CD / テープ入力 
(参照) からの CD 音源をプレイバック
できることです。ミュートされたチャン
ネルのフェーダーを下げる必要ももち
ろんありません。

(55) MAIN A – この正確な MAIN A フェーダ
ーを使って、メインミックス信号の出
力レベルをコントロールすることがで
きます。

 MAIN B セクションの設定によっ
ては、MAIN B 出力のレベルは MAIN A 
フェーダーに影響されます。

(56) 1 MON 2 – モニターメーターは、モニタ
ーバス 1 および 2 のレベルを表示し
ます。

(57) SOLO – ミキサーの SOLO スイッチを押
すと、該当する LED が点灯するだけ
でなく、グローバル SOLO LED も点灯
します。

(58) PAN – PAN コントローラーでステレオイ
メージ内のポジションを決定するこ
とができます。

(59) MAIN – MAIN スイッチはサブグループ
信号をメインミックスへとルートし
ます。

(60) SOLO – SOLO スイッチで、サブグループ
信号を PFL バス (プリフェーダー) 
または AFL バス (ソロインプレース) 
に送り込むことができます。これによ
ってメイン出力またはサブ出力信号
に影響を与えることなくサブグループ
信号のモニターが可能となります。

(61) CLIP – サブグループ信号のレベルが
高くなりすぎると CLIP LED が点灯し
ます。この場合は、このグループにル
ートされているチャンネルのフェーダ
ーを下げてください。

(62) SIG – サブグループに -20 dB 以上の信
号が流れるとこの SIG LED が点灯し
ます。

(63) フェーダー – サブグループフェーダー
で、サブグループ出力から出力される
サブグループ信号の音量レベルを調
節できます。MAIN スイッチが入ってい

る場合は、このスイッチでメインミッ
クス内のサブグループの音量レベル
を調節できます。

(64) MIC – トークバックで使用するための
マイクをここに接続します。

(65) LEVEL – LEVEL コントローラーでトー
クバック信号の音量レベルを調節し
ます。

(66) MON, AUX, GROU, MAIN – このプッシ
ュボタン (MON, AUX, GROUP および 
MAIN) で、トークバック信号をどの出
力 / バスへルートするかを決定し
ます。ルート先を決定したらトークバ
ックマイクの電源を入れてください。
マイクに話している間は、プッシュボ
タンを押し続けてください。

(67) SOLO LEVEL – SOLO LEVEL コントローラ
ーでヘッドフォンおよびスピーカー出
力へルートされるすべてのソロ信号
の音量レベルを調節します。

(68) PFL/AFL – PFL/AFL スイッチを押すと、
ソロ機能が PFL モノ (プリフェーダ
ー) から AFL ステレオへと切り替わ
ります。スイッチ横の LED に選択内
容が表示されます。PFL モードでは、
ソロスイッチを入れると信号はプリ
フェーダーで取り込まれます。AFL 
モードではポストフェーダーで取り
込まれ、ステレオとなります。

(69) LEVEL – CD/Tape 入力端子を例えば 
CD プレイヤーなどに接続した場合、
この LEVEL コントローラーでメインミ
ックス内における信号の音量を調節
することができます。

(70) MAIN – MAIN スイッチを押すと、CD 信
号がメイン出力へルートされます。 
CD 信号は、MAIN MUTE スイッチを押
しても可聴状態となります。そのた
め、セットチェンジなどの際に CD か
らの音楽をプレイバックすることが
できます。

(71) PHONES/SPEAKER – PHONES A/B コント
ローラーでヘッドフォン出力の音量
を調節することができます。

(72) SPKR – SPKR コントローラーで 
SPEAKERS 出力へ送り込まれる出力レ
ベルの調節が行えます。

(73) SOURCE – SOURCE ボタンでヘッドフォ
ンおよびスピーカー出力へ送る信号
音源の選択ができます (メインもし
くは CD/TAPE 信号)。ソロスイッチを
押すと、ソロ信号はこの SOURCE ボタ
ンに関係なく両出力端子へと送り込
まれます。

(74) LEVEL – LEVEL コントローラーで 
MAIN B 出力に送り込まれる信号の音
量を調節することができます。

(75) STEREO/MONO – STEREO/MONO スイッ
チを押すと、MAIN B 信号をモノラル
からステレオへと変えることができ
ます。例えば、モノ信号は通常センタ
ークラスタで使用されます。

(76) PRE/POST – PRE/POST スイッチ
で、MAIN B 信号を MAIN A フェーダー
の前段階 (プリフェーダー) でとり
こむか、後段階 (ポストフェーダー) 
で取り込むかを決定できます。

(77) FX SEND – このマスター FX 1 (または 2) 
SEND コントローラーで、各 FX センド
端子 (参照) および内蔵エフェクトプ
ロセッサーの入力部に流される全て
の FX センド信号の音量を調節でき
ます。入力チャンネルからの全ての 
FX 1/FX 2 信号のマスター信号をコン
トロールする際に使用します。どちら
の FX SEND コントローラーも使用して
いない場合は、エフェクトプロセッサ
ーに入力信号は流れません。

(78) MON – MON コントローラーでエフェク
ト信号をモニターバス 1 および 2 に
ミックスすることができます。この場
合は、まずエフェクト機器に信号が
流れている必要があります。つまり、
該当するチャンネルストリップ部のマ
スター FX SEND コントローラーと FX 
センドコントローラーを廻し、チャン
ネルフェーダーを上げてください。

(79) 1-2, 3-4 – ルーティングスイッチを使っ
てエフェクト信号をメインミックス、 
もしくはサブグループ 1 – 2 および 
3 – 4 に送り込むことができます。
例えばコーラス用にサブグループを
生成した場合、すべての信号が等し
く調節できるよう、ボーカル信号処
理用のエフェクトも同じサブグルー
プへとかける必要があります。この
場合、コーラスの音量レベルがサブ
グループフェーダーの方で調節され
ている限り、FX センドがポストフェ
ーダーとなっていても影響はありま
せん。そうでなければ、エフェクト
信号は一切処理されないままメイ
ンミックスに取り込まれることでし
ょう。

(80) MUTE – MUTE スイッチでエフェクトリ
ターンパスをミュートできます。この
機能は、曲間に MC を行うヴォーカ
ルマイクからリバーブ効果を取り除
く際に便利です。チャンネルがミュー
トされると該当する MUTE LED が点灯
します。

(81) SOLO – SOLO スイッチを押すと、エフ
ェクト信号がヘッドフォン / スピー
カーでモニター可能となり、モニタ
ーメーター 1/2 でチェック可能とな
ります。ソロ機能が有効になると、
該当する LED が点灯します。

(82) FX RETURN – FX リターンフェーダー
で、メインミックスおよびサブグルー
プ内における送り戻されたエフェク
ト信号 (リターン信号) の音量レベ
ルを調節できます。

(83) SEND – SEND フェーダーでモニターバ
スの出力レベルを調節することがで
きます。各フェーダーともに 60 mm 
の長さで、10 dB のヘッドルームとな
っています。

(84) MUTE – モニターセンドにも同様に 
MUTE スイッチと MUTE LED が備えら
れています。

(85) SOLO – ステージサウンドの音響調節
には、SOLD スイッチを押してモニター
信号をヘッドフォンおよびスピーカー
出力へと送ってください。

(86) PRE/POST – AUX バス用のグローバル 
PRE/POST スイッチです。最大限の柔
軟性を実現するため、各 AUX バスは
それぞれプリフェーダーからポスト
フェーダーへと切り替え可能となっ
ています。

(87) AUX SEND – マスター AUX センドコン
トローラー 1 と 2 は、各 AUX セン
ド端子の音量レベルを調節します。
こうして入力チャンネルの AUX 1 お
よび AUX 2 のサム信号の調節ができ
ます。

(88) MUTE – MUTE スイッチで Aux 出力端子
をミュートすることができます。

(89) SOLO – SOLO 機能を使えば、Aux セン
ド信号も独立してモニターすること
ができます。

(90) MON – AUX RETURN に接続された信
号は、MON コントローラーでステ
ージミックスに送り込むことができ
ます。

(91) AUX RETURN – AUX RETURN コントロー
ラーでメインミックス内における 
Aux Return 信号の音量を調節するこ
とができます。

behringer.com にてマニュアルをチェック
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技術仕様
XL3200 XL2400 XL1600

モノラル入力
マイク入力 (XENYX Mic Preamp)

タイプ XLR 接続, フォンジャック, 別系統入力
Mic E.I.N.1 (20 Hz - 20 kHz)

@ 0 Ω 入力インピー
ダンス -127 dB / 129.7 dB 出力スケール

@ 50 Ω 入力インピ
ーダンス -126 dB / 128.3 dB 出力スケール

@ 150 Ω 入力インピ
ーダンス -125 dB / 126.5 dB 出力スケール

周波数帯域

To Direct Out <10 Hz - 500 kHz (-1 dB) 
<10 Hz - 100 kHz (-3 dB)

To Insert Send <10 Hz - 90 kHz (-1 dB) 
<10 Hz - 170 kHz (-3 dB)

増幅域 0 dB から +60 dB
最高入力レベル +24 dBu @ +0 dB ゲイン
インピーダンス 約 2 kΩ バランス

S/N 比 120 dB / 122 dB 出力スケール  
(0 dBu In @ +22 dB ゲイン)

歪み率 (THD + N) 0.0008 %
ライン入力

タイプ 6.3 mm ステレオフォンジャック, フォンジャック

インピーダンス 約 20 kΩ バランス,  
約 10 kΩ アンバランス

増幅域 -20 dB から +40 dB
最高入力レベル +22 dBu @ 0 dB ゲイン

チャンネルインサート
タイプ 6.3 mm ステレオフォンジャック, アンバランス
最高入力レベル +22 dBu

Channel Direct Outs
タイプ 6.3 mm ステレオフォンジャック, アンバランス
インピーダンス 75 Ω
最高入力レベル +22 dBu

フェードアウト減衰2 (クロストーク減衰)
メインフェーダー
が閉じている場合 100 dB

チャンネル音量を
切っている場合 90 dB

チャンネルフェー
ダーが閉じている
場合w

85 dB

周波数帯域 (Mic In → Main Out)
<10 Hz - 90 kHz +0 dB / -1 dB

ステレオ入力
タイプ 2 x 6.3 mm ステレオフォンジャック, バランス
インピーダンス 約 20 kΩ バランス, 10 kΩ アンバランス
増幅域 -20 dB から +20 dB
最高入力レベル +22 dBu @ 0 dB ゲイン

CD/Tape In
タイプ RCA
インピーダンス 約 4.7 kΩ
最高入力レベル +22 dBu

XL3200 XL2400 XL1600
イコライザ
EQ モノラルチャンネル

低域 80 Hz / ±15 dB
Low Mid 100 Hz から 2 kHz / ±15 dB
High Mid 400 Hz から 8 kHz / ±15 dB
高域 12 kHz / ±15 dB
ローカット 80 Hz, 12 dB/oct.

EQ ステレオチャンネル
低域 80 Hz / ±15 dB
Low Mid 300 Hz / ±15 dB
High Mid 3 kHz / ±15 dB
高域 12 kHz / ±15 dB

AUX/MON Send
タイプ 6.3 mm モノラルフォンジャック, アンバランス
インピーダンス 約 75 Ω
最大出力レベル +22 dBu

FX Send
タイプ 6.3 mm モノラルフォンジャック, アンバランス
インピーダンス 約 75 Ω
最大出力レベル +22 dBu

AUX/FX Returns
タイプ 6.3 mm モノラルフォンジャック, アンバランス
インピーダンス 約 20 kΩ
最高入力レベル +22 dBu

サブグループ出力

タイプ 6.3 mm モノラルフォンジャック, アンバランス
インピーダンス 約 75 Ω
最大出力レベル +22 dBu

Group Inserts
タイプ 6.3 mm ステレオフォンジャック, アンバランス
最高入力レベル +22 dBu

メイン出力 A/B
タイプ XLR 接続, フォンジャック
インピーダンス 約 240 Ω バランス, 120 Ω アンバランス
最大出力レベル +25 dBu

Main Inserts
タイプ 6.3 mm ステレオフォンジャック, アンバランス
最高入力レベル +22 dBu

SPKR
タイプ 6.3 mm モノラルフォンジャック, アンバランス
インピーダンス 約 75 Ω
最大出力レベル +22 dBu
Low Pass 可変, 30 Hz から 200 Hz, 18 dB/oct.
Phones 出力
タイプ 6.3 mm ステレオフォンジャック, アンバランス
最大出力レベル +22 dBu / 600 Ω

XL3200 XL2400 XL1600
CD/Tape Out

タイプ RCA
インピーダンス 約 1 kΩ
最大出力レベル +15 dBu

メインミックス・システムデータ3 (ノイズ)
Main mix @ -∞, 
チャンネルフェー
ダー @ -∞

-110 dB / -114 dB 出力スケール

Main mix @ 0 dB, 
チャンネルフェー
ダー @ -∞

-95 dB / -98 dB 出力スケール

Main mix @ 0 dB, 
チャンネルフェー
ダー @ 0 dB

-92 dB / -95 dB 出力スケール

電源供給
消費電力 70 W 65 W 60 W
ヒューズ (100 - 240 V~, 50/60 Hz) T 2.0 A H 250 V
電源接続 標準 IEC 電源コネクター

外形寸法および重量
外形寸法  
(高さ x 幅 x 奥行) 180 x 910 x 540 mm 180 x 705 x 540 mm 180 x 495 x 540 mm

質量 (正味重量) 14.9 kg 11.7 kg 8.6 kg

1) Equivalent Input Noise 
2)  0 dBu あたり 1 kHz rel.、20 Hz ～ 20 kHz、ライン入力、メイン出力、ゲイン 

@ ユニティー
3)  20 Hz ～ 20 kHz 、メイン出力によるチャンネル 1～4 ゲイン @ ユニティ

ー、サウンドコントロール ニュートラル、全チャンネル メインミックス
設定、チャンネル ¹⁄₃ 左端、チャンネル ²⁄₄  右端レファレンス = +6 dBu

BEHRINGER 社は、最高の品質水準を保つ努力を常に行っています。必要と思
われる改良等は、事前の予告なしに行われますので、技術データおよび製
品の写真が実物と多少相違する場合がありますが、あらかじめご了承くだ
さい。技術仕様および外観は予告なく変更する場合があります。
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その他の重要な情報

1. ヒューズの格納部 / 電圧の選択:  
ユニットをパワーソケットに接続する前
に、各モデルに対応した正しい主電源を
使用していることを確認してください。
ユ ニットによっては、230 V と 120 V の 
2 つの違うポジションを切り替えて使う、
ヒューズの格納部を備えているものが
あります。正しくない値のヒューズは、
絶対に適切な値のヒューズに交換されて
いる必要がありま す。

2. 故障: MUSIC Group ディーラーがお客様
のお近くにないときは、behringer.com の 
“Support” 内に列記されている、お客様
の国の MUSIC Group ディストリビュー
ターにコンタクトすることができま
す。お 客様の国がリストにない場合
は、同じ behringer. com の “Support” 内に
ある “Online Support” でお客様の問題が
処理できないか、チェックしてみてく
ださい。あるいは、商品を返送する前
に、behringer.com で、オンラインの保証請
求を要請してください。

3. 電源接続: 電源ソケットに電源コー
ドを接続する前に、本製品に適切な電圧
を使用していることをご確認ください。
不具合が発生したヒューズは必ず電圧お
よび電流、種類が同じヒューズに交換す
る必要があります。

その他の重要な情報
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